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北
朝
鮮
経
済
、
中
朝
経
済
協
力
、
朝
ロ
経
済
関
係

三　

村　

光　

弘

1
．
北
朝
鮮
経
済
の
現
状

（
ア
）
非
国
営
セ
ク
タ
ー
と
国
営
経
済
と
の
結
合

一
九
九
八
年
以
降
の
経
済
改
革
に
よ
り
、
北
朝
鮮
で
は
国
内
経
済
運
営
の
方
法
が
よ
り
現
実
化
さ
れ
た
。
国
営
企
業
の
経
営
自
主
権
の
拡

大
と
財
務
指
標
の
導
入
、
市い
ち

場ば

の
公
認
に
よ
る
、
市
場
価
格
で
の
商
品
販
売
の
可
能
性
拡
大
に
よ
り
、
国
営
企
業
の
行
動
も
、
国
家
計
画
の

遂
行
と
い
う
使
命
を
持
ち
な
が
ら
も
、
利
潤
を
上
げ
、
内
部
留
保
や
外
部
か
ら
の
資
金
提
供
を
利
用
し
た
生
産
設
備
に
対
す
る
投
資
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
拡
大
再
生
産
を
行
う
方
向
性
へ
と
変
化
し
た
）
1
（

。
こ
の
こ
と
は
、
国
営
企
業
の
行
動
を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
上
部
機
関
の
行
政

的
指
導
に
よ
っ
て
制
御
し
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

国
営
企
業
に
よ
る
利
益
追
求
は
、
そ
れ
が
経
済
計
画
の
遂
行
か
ら
離
れ
、
国
家
の
利
益
と
相
反
す
る
よ
う
に
な
る
と
き
「
機
関
本
位
主

義
」
と
し
て
否
定
さ
れ
る
）
2
（

。
し
か
し
、
企
業
は
利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
従
業
員
に
十
分
な
給
料
を
払
う
こ
と
も
で
き
な
い
し
）
3
（

、
投
資
を
行

う
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）
4
（

。
企
業
に
対
す
る
国
家
的
な
統
制
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
）
5
（

、
実
際
に
は
財
務
指
標
で
企
業
が
評
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価
を
受
け
、
そ
の
命
運
が
決
定
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
た
）
6
（

。

非
国
営
セ
ク
タ
ー
で
は
、
資
金
力
を
つ
け
た
商
人
た
ち
が
、
個
人
企
業
が
許
容
さ
れ
て
い
な
い
社
会
条
件
の
下
で
、
国
営
企
業
の
「
看

板
」
を
借
り
る
形
で
自
ら
の
商
売
を
進
め
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
計
画
外
生
産
は
二
〇
〇
二
年
頃
か
ら
の
国
営
企
業
の

経
営
自
主
権
の
拡
大
）
7
（

に
よ
り
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
営
企
業
の
非
国
営
セ
ク
タ
ー
と
の
結
び
つ
き
は
、
こ
れ
ま
で
中
央
銀
行
の
口
座
で
一
括
管
理
さ
れ
、
無
現
金
決
済
に
よ
っ

て
処
理
さ
れ
て
い
た
国
営
企
業
同
士
の
決
済
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
、
現
金
に
よ
る
決
済
が
増
え
、
同
じ
通
貨
供
給
量
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
現
金
の
流
通
量
が
急
増
す
る
結
果
を
生
む
構
造
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
8
（

。
こ
れ
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
貨
幣

改
革
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
イ
）
北
朝
鮮
の
経
済
改
革
の
限
界

北
朝
鮮
の
経
済
改
革
措
置
は
、
国
内
経
済
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
社
会
主
義
計
画
経
済
を
救
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
弱

体
化
し
た
国
営
経
済
に
取
っ
て
代
わ
る
形
で
台
頭
し
た
非
国
営
セ
ク
タ
ー
の
存
在
を
追
認
し
、
国
営
経
済
と
の
緩
や
か
な
結
び
つ
き
を
黙
認

す
る
消
極
的
措
置
で
あ
り
、
中
国
の
改
革
開
放
政
策
や
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
政
策
（
特
に
九
〇
年
代
中
盤
以
降
）
の
よ
う
な
積
極
的
か
つ

全
面
的
な
経
済
改
革
で
は
な
い
。
国
内
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
本
格
的
に
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
非
国
営
セ
ク
タ
ー
の
位

置
づ
け
は
経
済
の
救
世
主
で
も
「
時
代
の
寵
児
」
で
も
な
く
、
警
戒
と
統
制
の
対
象
に
過
ぎ
な
い
。
北
朝
鮮
社
会
に
根
を
張
っ
た
非
国
営
セ

ク
タ
ー
を
公
認
し
、
金
融
や
税
制
な
ど
公
式
経
済
の
枠
組
み
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
）
9
（

、
そ
こ
ま
で
は
踏
み
込
め
て
い
な

い
。二

〇
〇
五
〜
〇
六
年
以
降
、
国
営
企
業
に
対
す
る
経
営
自
主
権
の
統
制
強
化
や
「
下
か
ら
の
市
場
化
」
に
よ
っ
て
国
家
の
統
制
を
離
れ
た
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部
門
を
再
び
国
家
の
統
制
下
に
お
く
動
き
が
始
ま
っ
た
）
10
（

。
こ
れ
は
、
軍
需
工
業
が
含
ま
れ
る
重
工
業
部
門
を
中
心
と
す
る
製
造
業
の
生
産
正

常
化
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
非
国
営
セ
ク
タ
ー
で
取
引
さ
れ
て
い
る
消
費
財
や
生
産
財
を
国
家
統
制
の
下
に
お
き
、
国
営
商
業
網
に
よ
る
取

引
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
に
退
蔵
さ
れ
て
い
る
貨
幣
を
国
家
の
手
中
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

経
済
改
革
を
通
じ
た
社
会
変
動
の
中
で
、
非
国
営
セ
ク
タ
ー
が
経
済
的
に
台
頭
し
、
権
力
を
持
つ
も
の
は
経
済
的
利
益
を
求
め
て
非
国
営

セ
ク
タ
ー
に
接
近
し
、
非
国
営
セ
ク
タ
ー
に
従
事
す
る
も
の
は
庇
護
を
受
け
る
た
め
に
権
力
を
持
つ
も
の
に
接
近
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市

場
を
公
認
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
非
国
営
セ
ク
タ
ー
と
権
力
と
の
関
係
は
納
税
と
産
業
に
対
す
る
保
護
で
は
な
く
、
非
合
法
的
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
ウ
）
貨
幣
交
換
か
ら
見
え
た
も
の

こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
貨
幣
交
換
が
行
わ
れ
た
。
北
朝
鮮
は
、
貨
幣
交
換
の
性
格
を
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
と
社
会
主
義
計

画
経
済
に
そ
っ
た
経
済
管
理
の
強
化
と
し
て
お
り
）
11
（

、
社
会
主
義
原
則
と
秩
序
に
基
づ
く
経
済
管
理
を
さ
ら
に
強
化
し
、
国
営
の
流
通
網
を
通

じ
た
国
産
品
の
流
通
増
大
な
ど
、
国
家
経
済
能
力
の
強
化
に
よ
っ
て
、
市
場
の
役
割
を
減
退
さ
せ
る
方
向
性
の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。

非
国
営
セ
ク
タ
ー
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
通
貨
を
回
収
し
、
国
営
部
門
の
支
配
的
地
位
を
取
り
戻
す
た
め
の
措
置
だ
っ
た
と
い
え
る
。

韓
国
の
あ
る
研
究
者
は
、「
私
的
経
済
領
域
に
貨
幣
を
大
量
に
蓄
積
し
、
経
済
的
な
影
響
力
を
高
め
て
い
た
非
公
式
的
な
商
人
階
層
あ
る

い
は
地
下
経
済
に
従
事
す
る
も
の
に
最
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
）
13
（

」
と
分
析
し
て
い
る
。
貨
幣
交
換
と
並
行
し
て
、
市い
ち

場ば

の
閉
鎖
や
一
般
の

商
店
、
食
堂
な
ど
で
の
外
貨
取
引
の
禁
止
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
国
営
商
店
で
は
食
品
や
生
活
必
需
品
の
供
給
が
行
わ
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
、
一
部
の
品
目
が
多
く
出
回
っ
た
報
道
が
あ
っ
た
も
の
の
）
14
（

、
全
般
的
な
物
不
足
は
続
い
て
お
り
、
最
も
恩
恵
を
受
け
る
は
ず
で

あ
っ
た
賃
金
だ
け
で
生
活
す
る
勤
労
者
層
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
形
と
な
っ
た
。
貨
幣
改
革
後
の
混
乱
の
中
で
、
国
家
は
国
民
に
対
し
て
十
分
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な
量
の
食
糧
や
消
費
財
の
供
給
能
力
を
有
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

貨
幣
改
革
は
、
自
国
通
貨
に
対
す
る
信
任
を
き
わ
め
て
悪
化
さ
せ
、
外
貨
を
選
好
す
る
傾
向
を
強
め
た
。
貨
幣
の
機
能
の
う
ち
、
交
換
の

媒
介
と
し
て
の
機
能
へ
の
影
響
は
相
対
的
に
小
さ
く
、
価
値
の
保
蔵
す
な
わ
ち
貯
蓄
手
段
と
し
て
の
機
能
は
相
対
的
に
大
き
な
影
響
を
受

け
、
相
当
弱
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
脱
北
者
の
聞
き
取
り
調
査
を
多
く
手
が
け
て
い
る
韓
国
の
あ
る
研
究
者
は
、
筆
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
「
多
く
の
大
商
人
た
ち
は
、
権
力
と
の
癒
着
関
係
を
通
じ
て
、
貨
幣
改
革
の
実
施
を
事
前
に
把
握
し
て
い
た
の
で
、
北
朝
鮮
政
府

が
想
定
し
た
よ
う
な
大
き
な
打
撃
は
受
け
な
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
答
え
た
。

社
会
主
義
計
画
経
済
秩
序
の
回
復
を
目
指
し
た
貨
幣
改
革
は
、
結
果
的
に
国
家
に
よ
る
食
糧
や
消
費
財
の
供
給
が
伴
わ
ず
、
国
民
生
活
に

大
き
な
混
乱
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
）
15
（

。
こ
れ
は
、
北
朝
鮮
政
府
が
警
戒
し
て
い
る
指
導
思
想
の
相
対
化
な
い
し
は
個
人
主
義
的
発
想
の
拡

散
に
も
つ
な
が
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
金
科
玉
条
と
な
っ
て
い
た
社
会
主
義
計
画
経
済
に
代
わ
る
、
国
民
が
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

経
済
発
展
モ
デ
ル
の
模
索
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
エ
）
現
在
の
北
朝
鮮
の
経
済
政
策

こ
の
よ
う
な
中
、
北
朝
鮮
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
の
立
案
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
朝
鮮
は
、
一
九
九
二
年
ま

で
は
五
カ
年
計
画
、
七
カ
年
計
画
な
ど
の
長
期
経
済
計
画
を
制
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
よ
う
な
長
期
の
指
令
性
計
画
（
計
画
遂
行
が

法
的
義
務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
経
済
計
画
）
は
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
の
「
人
民
経
済
計
画
法
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
長

期
の
経
済
計
画
の
他
に
、
各
国
営
企
業
や
政
府
の
部
署
は
単
年
度
の
経
済
計
画
を
策
定
し
、
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
単

年
度
計
画
は
現
在
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
計
画
策
定
の
方
法
も
経
済
改
革
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
て
お
り
、
二
〇
〇
一

年
に
改
正
さ
れ
た
同
法
で
は
上
か
ら
の
生
産
ノ
ル
マ
の
義
務
づ
け
で
あ
る
「
統
制
数
字
」
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
各
国
営
企
業
は
自
ら
の
能
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力
に
応
じ
て
「
自
主
的
」
に
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
改
正
で
統
制
数
字
が
復
活
し
た
と
す
る
報

道
が
あ
り
）
16
（

、
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
経
済
計
画
策
定
に
お
け
る
国
家
の
統
制
が
再
び
強
化
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

各
企
業
が
自
ら
の
利
潤
追
求
に
走
る
あ
ま
り
国
家
経
済
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
、
表
1
の
よ
う
な
中
大
型
水
力
発
電
所
の
新
設
に

よ
る
電
力
事
情
の
好
転
な
ど
、
国
営
部
門
の
生
産
連
携
の
条
件
が
以
前
よ
り
改
善
さ
れ
、
中
央
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
の
経
済
運
営

が
再
び
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
得
る
。

二
〇
一
二
年
に
「
強
盛
大
国
の
大
門
を
開
く
」
と
宣
言
し
た
北
朝
鮮
で
あ
る
が
、
重
工
業
の
生
産
の
増
加
が
報
じ
ら
れ
、
マ
ク
ロ
経
済
指

標
で
は
想
定
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
）
17
（

も
の
の
、
国
民
生
活
は
依
然
苦
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
故
金
正
日
総
書
記
自
ら
が
認
め
て
い

る
こ
と
が
二
〇
一
〇
年
二
月
に
党
機
関
紙
『
労
働
新
聞
』
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
発
展
に
よ
る
国
民
生
活
の
向
上
が
急
務
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
長
期
経
済
計
画
は
い
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
二
年
、
〇
三
年

〜
〇
七
年
、
〇
八
年
〜
一
二
年
ま
で
各
々
五
年
間
、「
科
学
技
術
発
展
五
カ
年
計
画
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
科
学
技
術

分
野
に
限
定
さ
れ
た
計
画
で
あ
り
、
以
前
の
よ
う
な
総
合
的
な
発
展
計
画
で
は
な
い
。

長
期
の
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
諸
外
国
の
関
心
が
集
中
し
た
の
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
二
〇
日
に
平
壌
で
「
大
豊
グ
ル
ー
プ
理
事
会

の
第
一
回
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
関
連
報
道
で
、
国
防
委
員
会
委
員
長
命
令
「
大
豊
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
保
証
す
る
に
つ
い
て
」
と
国

防
委
員
会
決
定
「
国
家
開
発
銀
行
を
設
立
す
る
に
つ
い
て
」「
大
豊
グ
ル
ー
プ
調
整
委
員
会
を
設
立
す
る
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
た
と
報
道

さ
れ
た
時
だ
っ
た
）
18
（

。
こ
の
大
豊
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、『
朝
鮮
中
央
通
信
』
は
「
国
家
開
発
銀
行
へ
の
投
資
誘
致
お
よ
び
資
金
源
を
確
保
す

る
経
済
連
合
体
」
だ
と
紹
介
し
た
）
19
（

。

金
養
建
・
朝
鮮
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
委
員
会
委
員
長
が
グ
ル
ー
プ
の
理
事
長
に
、
在
中
朝
鮮
人
の
朴
哲
洙
氏
が
常
任
副
理
事
長
兼
総
裁

と
な
っ
た
。
こ
の
理
事
会
に
は
、
国
防
委
員
会
、
内
閣
、
財
政
省
、（
匿
名
の
）
関
連
部
署
と
朝
鮮
ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
委
員
会
等
の
代
表
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発電所名 所在地
出力（万キロワット）

備　　　考
計画 操業中

南江発電所 平壌市 祥原セメント工場に電力を供給

寧遠発電所 平安南道 2008年竣工

成川江発電所 平安北道 2008年10月に青年1号発電所竣
工。

泰川水力発電
総合企業所 平安北道 数十万 2007年に4号が竣工し，1～5号

発電所完成

礼成江発電所 黄海北道 2008年に1号発電所竣工。2～6
号建設中

安辺青年発電所 江原道 80 10

月飛山発電所 江原道 人民軍第512軍部隊が建設

元山青年発電所 江原道 6
2009年1月竣工。1号4万，2，3
号6,000，4号8,000キロワット。

金野江発電所 咸鏡南道 建設中

漁郎川発電所 咸鏡北道 2007年1月に１号発電所が竣工。

興州発電所 慈江道 青年2号発電所

長者江発電所 慈江道 8

江界青年発電所 慈江道 22

三水発電所 両江道

10月5日発電所 人民軍第757軍部隊が建設

表1　最近建設された北朝鮮の大規模水力発電所

（注）　 所在地および出力が空欄のものは不明である。
（出所）『朝鮮新報』の各種報道を元に筆者作成	
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七
名
が
参
加
し
て
い
る
。
特
徴
は
、
国
家
予
算
以
外
に
、
国
際
金
融
市
場
を
利
用
し

て
国
家
開
発
の
目
標
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。
大
豊
グ
ル
ー
プ
の
常
任
副

理
事
長
兼
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
朴
哲
洙
氏
は
、
平
壌
で
『
朝
鮮
新
報
』
紙
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
当
面
の
一
〇
年
計
画
で
は
、
六
つ
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
構
築
事
業
を

同
時
に
進
め
、
そ
の
項
目
は
、
食
糧
、
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
、
電
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
語
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
五
年
以
内
に
平
壌
―
新
義
州
（
平
安
北
道
）、

平
壌
―
元
山
（
江
原
道
）
―
羅
先
（
咸
鏡
北
道
）、
平
壌
―
開
城
（
黄
海
南
道
）、
恵

山
（
両
江
道
）
―
金
策
（
咸
鏡
北
道
）
間
の
鉄
道
と
道
路
を
画
期
的
に
改
善
し
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
各
都
市
の
開
発
も
同
時
に
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
は
「
国

家
予
算
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
こ
と
で
、
大
豊
グ
ル
ー
プ
自

体
は
株
式
会
社
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
。

二
〇
一
一
年
一
月
一
五
日
に
は
、
内
閣
決
定
と
し
て
「
国
家
経
済
開
発
一
〇
カ
年

戦
略
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
）
20
（

。
こ
の
計
画
に
従
っ
て
「
国
家
経
済
開
発
の
戦
略
的
目

標
」
が
制
定
さ
れ
、
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
や
農
業
、
電
力
、
石
炭
、
燃
料
、
金
属
な
ど

基
礎
工
業
と
地
域
開
発
が
中
核
と
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
国
家
経
済
開
発
戦
略

の
対
象
を
実
行
す
る
う
え
で
の
問
題
を
総
轄
す
る
政
府
の
機
構
」
と
し
て
、
内
閣
の

中
に
国
家
経
済
開
発
総
局
が
新
設
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
で
確
定
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
は
、
朝
鮮
大
豊
国
際
投
資
グ
ル
ー
プ
に
委
任
し
、
同
グ
ル
ー
プ

が
全
面
的
に
担
当
し
て
実
行
す
る
と
い
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
は
ど
の
よ

経済計画名 制定時期 期間 制定機関 実施機関 財源 対　　　象

大豊グルー
プ理事会の
第1回会議

2010.1 10年
大豊

グループ
理事会

大豊
グループ 対外投資

食糧，鉄道，道路，
港湾，電力，エネ
ルギー

経済開発
10カ年計画 2011.1 10年 内閣 大豊

グループ 不明

インフラ建設，農
業，電力，石炭，
燃料，金属など基
礎工業，地域開発

表2　北朝鮮の最近の長期経済計画

（出所）『朝鮮新報』など各種報道より筆者作成
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う
な
も
の
に
な
る
か
は
報
道
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
豊
グ
ル
ー
プ
に
関
連
す
る
こ
れ
ま
で
の
報
道
か
ら
考
え
る
に
、
お
そ
ら
く
外
国
、

特
に
中
国
か
ら
の
投
資
資
金
を
主
た
る
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
。
北
朝
鮮
は
自
国
の
経
済
イ
ン
フ
ラ
を
修
復
、
拡
張
す

る
た
め
に
対
外
開
放
を
推
進
す
る
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
は
体
制
外
改
革
か
ら
始
め
て
産
業
基
盤
を
復
活
さ
せ
、
そ
の
後
体
制
改
革
に

入
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
。

二
〇
一
〇
〜
一
一
年
に
お
け
る
金
正
日
総
書
記
の
三
回
（
ロ
シ
ア
訪
問
の
帰
途
を
あ
わ
せ
れ
ば
四
回
）
の
中
国
訪
問
を
通
じ
て
、
中
国
は

最
高
指
導
部
の
言
葉
で
、
北
朝
鮮
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
経
済
開
放
を
促
し
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
の
訪
中
で
は
、
温
家
宝
首
相
が
「
中
国
の

改
革
・
開
放
の
経
験
を
紹
介
し
た
い
」
と
語
り
、
八
月
の
長
春
で
の
首
脳
会
談
で
は
、
胡
錦
涛
主
席
が
、
中
国
の
改
革
開
放
三
〇
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
経
済
発
展
の
た
め
に
は
、
自
力
更
生
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
、
対
外
経
済
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
時
代
の
潮
流

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ー
ト
な
発
言
が
中
国
の
公
式
発
表
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
か
ら

で
あ
り
、
中
国
が
北
朝
鮮
に
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
後
述
す
る
と
お
り
二
〇
一
一
年
か
ら
朝
中
間
の
経
済
関
係
に
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
．
中
朝
経
済
協
力

（
ア
）
中
朝
貿
易
の
増
加
、
南
北
関
係
の
悪
化
と
経
済
関
係
の
親
密
化

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
北
朝
鮮
は
日
米
と
の
関
係
が
改
善
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
が
必
要
だ
と
見
て
、
韓
国
か
ら
の
経
済
支
援
を
重
視
す

る
と
同
時
に
、
中
国
と
の
経
済
関
係
を
強
化
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
米
国
に
よ
る
テ
ロ
支
援
国
家
指
定
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
核
問
題
で
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の
進
展
が
限
ら
れ
お
り
、
欧
州
と
の
経
済
関
係
拡
大
も
水
面
下
で
の
動
き
は
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
投
資
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
国
際
政
治
状
況
の
中
、
北
朝
鮮
の
貿
易
相
手
国
と
し
て
の
中
国
の
重
要
性
は
増
し
続
け
、
特
に
二
〇
〇
三

年
以
降
顕
著
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
中
国
に
と
っ
て
は
、
北
朝
鮮
と
の
貿
易
は
貿
易
総
額
か
ら
み
て
も
微
々
た
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
非
対
称
的
な
関
係
と
な
っ
て
い
る
。

投
資
に
つ
い
て
は
、
〇
五
年
に
両
国
間
で
の
「
投
資
優
遇
お
よ
び
投
資
保
護
に
関
す
る
協
定
」
締
結
が
契
機
と
な
り
、
増
加
し
て
き
た
。

〇
六
年
一
月
に
当
時
の
金
正
日
総
書
記
が
訪
中
し
た
際
に
、
温
家
宝
総
理
が
両
国
の
経
済
交
流
に
関
し
て
、「
政
府
が
リ
ー
ド
し
、
企
業
が

参
画
し
、
市
場
で
運
営
す
る
」
方
針
を
提
案
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
朝
間
の
投
資
関
係
も
政
治
主
導
型
か
ら
市
場
原
理
に
基
づ
い
た
も

の
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
や
脆
弱
な
産
業
イ
ン
フ
ラ
、
双
方
の
投
資
に
関
す
る
考
え
方
の
違
い
、
制
度
的
障

壁
な
ど
か
ら
、
貿
易
ほ
ど
に
は
増
加
し
て
い
な
い
。

中
朝
関
係
の
緊
密
化
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
李
明
博
政
権
の
登
場
以
降
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
南
北
関
係
の
動
向
に
も
影
響

さ
れ
て
い
る
。
盧
武
鉉
政
権
の
終
わ
り
ま
で
韓
国
政
府
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
支
援
し
て
い
た
コ
メ
や
化
学
肥
料
、
軽
工
業
原
材
料
な
ど
が
提

供
さ
れ
な
く
な
る
な
ど
、
南
北
関
係
の
悪
化
が
北
朝
鮮
経
済
に
与
え
る
影
響
は
か
な
り
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
北
朝
鮮
は
、
金
大
中
、
盧
武

鉉
両
政
権
の
間
、
韓
国
か
ら
の
支
援
を
自
国
の
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
経
済
的
な
生
命
線
と
し
て
利
用
し
て
き
た
が
、
南
北
関
係
の
悪
化

を
受
け
て
、
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
安
全
網
と
し
て
の
役
割
を
中
朝
経
済
関
係
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
イ
）
中
国
の
地
域
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
北
朝
鮮

二
〇
〇
九
年
、
北
朝
鮮
に
隣
接
す
る
中
国
の
二
つ
の
省
の
経
済
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
国
務
院
（
中
央
政
府
）
の
承
認
を
受
け
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
採
択
さ
れ
た
）
21
（

。
ま
ず
、
同
年
七
月
一
日
、
遼
寧
省
の
「
遼
寧
沿
海
経
済
ベ
ル
ト
地
域
発
展
計
画
」
が
原
則
承
認
さ
れ
た
。
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こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
九
〜
二
〇
二
〇
年
を
対
象
期
間
と
す
る
長
期
経
済
発
展
計
画
で
あ
る
。

遼
寧
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
黄
海
沿
岸
の
都
市
で
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
都
市
で
も
あ
る
、
丹
東
市
が
重
点
対
象
の
一
つ
と
し
て
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
丹
東
市
内
に
「
産
業
園
区
」
と
い
わ
れ
る
新
都
市
を
作
る
こ
と
を
始
め
、
港
湾
機
能
の
拡
張
、
黒
龍
江
省
、
吉
林
省
と
連

結
さ
れ
る
鉄
道
の
建
設
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
の
丹
東
市
の
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
同
市
の
説
明
資
料
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
臨
港
産
業
園
区
は
、
丹
東
の
新
都
市

計
画
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
園
区
、
中
朝
経
済
貿
易
協
力
区
、
設
備
製
造
園
区
、
港
湾
工
業
園
区
の
五
つ
に
大
き
く
分
か
れ
、
こ
の
計
画
に
従
っ

て
、
丹
東
で
は
現
在
の
市
街
地
よ
り
も
鴨
緑
江
の
下
流
よ
り
に
新
都
心
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
着
工
が
開
始
さ
れ
た
新
鴨
緑

江
大
橋
）
22
（

も
計
画
に
入
っ
て
お
り
、
す
で
に
展
示
さ
れ
て
い
る
発
展
計
画
の
中
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
瀋
陽
―
丹
東
間
に
は
高
速
鉄
道
を

建
設
す
る
計
画
も
進
ん
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
建
設
が
開
始
さ
れ
た
同
高
速
鉄
道
は
）
23
（

、
約
四
年
間
で
開
通
に
こ
ぎ
着
け
る
予
定
で
あ

る
。
丹
東
は
単
な
る
行
き
止
ま
り
の
国
境
都
市
と
し
て
で
は
な
く
、
中
国
大
陸
と
韓
国
を
含
む
朝
鮮
半
島
を
結
ぶ
大
動
脈
の
関
門
と
し
て
の

位
置
を
先
取
り
し
て
い
る
。

次
に
、
二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
に
国
務
院
が
承
認
し
た
吉
林
省
の
「
中
国
図
們
江
地
域
協
力
開
発
計
画
要
綱
」
で
あ
る
。
こ
の
計
画
も

対
象
期
間
は
二
〇
〇
九
〜
二
〇
二
〇
年
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
初
め
か
ら
国
連
開
発
計
画
（
U
N
D
P
）

が
主
導
し
て
き
た
「
大
図
們
江
開
発
」（
G
T
I
）
を
国
内
経
済
計
画
に
取
り
込
む
形
で
、
国
内
の
国
境
地
域
の
開
放
・
開
発
の
た
め
の
試

験
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
は
、
長
春
市
、
吉
林
市
お
よ
び
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
を
（「
長
・
吉
・
図
」）
を
中
心
地
域
と
し
、
遼
寧
省
、
黒
龍
江
省
お
よ
び

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
等
に
も
影
響
を
与
え
、
中
国
と
周
辺
国
家
と
の
協
力
を
推
進
す
る
。
海
の
な
い
、
内
陸
の
省
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
海

ま
で
一
五
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
の
港
を
利
用
し
て
、
日
本
海
に
出
る
ル
ー
ト
を
建
設
す
る
の

が
こ
の
計
画
の
目
玉
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
阿
爾
山
市
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
東
部
の
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
市
ま
で
の
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鉄
道
を
建
設
し
、
モ
ン
ゴ
ル
国
東
部
か
ら
日
本
海
ま
で
を
繋
ぐ
中
蒙
国
際
ル
ー
ト
の
建
設
し
、
こ
の
地
域
を
国
際
的
な
物
流
基
地
へ
と
昇
格

さ
せ
る
こ
と
も
（
も
と
も
と
G
T
I
の
構
想
に
あ
る
の
だ
が
）
こ
の
計
画
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

北
朝
鮮
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
G
T
I
か
ら
は
離
脱
し
た
も
の
の
、
同
年
一
二
月
に
は
金
正
日
総
書
記
が
羅
先
市
を
訪

問
し
、
貿
易
会
社
を
視
察
し
た
。
二
〇
一
〇
年
一
月
四
日
に
は
羅
先
市
が
「
特
別
市
」
に
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
月
二
七
日
に
は
「
羅

先
経
済
貿
易
地
帯
法
」
が
改
正
さ
れ
、
同
地
帯
の
事
業
類
型
に
「
投
資
」
と
「
観
光
」
が
追
加
さ
れ
、
地
帯
外
の
国
内
企
業
と
の
取
引
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
地
帯
は
北
朝
鮮
国
内
へ
の
投
資
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
企
業
創
設
の
審
議
、
承
認
権
限
が
地
元
に
戻
る
な
ど
、
全
体
的
に
一
九
九
三
年
の
羅
津
・
先
鋒
自
由
経
済
貿
易
地
帯
法
立
法
当
初
の

状
況
に
戻
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
は
第
一
に
、
中
朝
間
の
経
済
協
力
が
両
国
の
相
互
の
構
想
に
基
づ
く
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
中
国
が
自
ら
の
地
方
経
済
開
発
戦
略
を
ま
ず
作
り
、
そ
の
中
で
北
朝
鮮
と
の
経
済
交
流
の
あ
り
方
を
規
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
中

国
側
か
ら
の
投
資
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
実
際
の
経
済
交
流
が
行
わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
北
朝
鮮
側
も
中
国
側
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

呼
応
し
て
、
羅
先
地
区
の
投
資
環
境
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
経
済
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
意
思
表
示
を
行
っ
て
い
る
。

（
ウ
）「
共
同
開
発
・
共
同
管
理
」
の
始
動

二
〇
一
一
年
一
月
に
は
、
中
国
の
吉
林
省
・
琿
春
市
で
生
産
さ
れ
た
石
炭
（
褐
炭
）
が
北
朝
鮮
の
羅
津
港
か
ら
上
海
港
へ
と
輸
送
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
羅
津
港
は
吉
林
省
が
海
へ
と
出
る
た
め
の
出
口
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
中

国
の
内
航
航
路
と
し
て
の
使
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
政
治
的
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
は
、
日
中
貿
易
や
中
韓
貿
易
に
も
利
用
で
き

る
と
の
思
惑
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
羅
津
港
を
中
国
が
積
極
的
に
利
用
す
る
プ
ラ
ン
は
、
吉
林
省
の
発
展
計
画
の
中
で
も
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
六
月
に
は
、
遼
寧
省
・
丹
東
市
に
隣
接
し
た
黄
金
坪
と
威
化
島
が
経
済
特
区
で
あ
る
「
黄
金
坪
・
威
化
島
経
済
地
帯
」
に
指

定
さ
れ
た
。
吉
林
省
・
琿
春
市
の
隣
に
あ
る
羅
先
経
済
貿
易
地
帯
と
と
も
に
、
中
朝
共
同
開
発
お
よ
び
共
同
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
工
式

が
行
わ
れ
た
。
両
着
工
式
に
は
、
北
朝
鮮
側
か
ら
「
羅
先
経
済
貿
易
地
帯
と
黄
金
坪
・
威
化
島
経
済
地
帯
共
同
開
発
お
よ
び
共
同
管
理
の
た

め
の
朝
中
共
同
指
導
委
員
会
」
朝
鮮
側
委
員
長
で
あ
る
張
成
沢
国
防
委
員
会
副
委
員
長
と
合
弁
投
資
委
員
会
の
李
洙
畄
委
員
長
、
平
安
北
道

党
委
員
会
の
李
万
建
責
任
書
記
、
羅
先
市
党
委
員
会
の
林
景
万
責
任
書
記
、
平
安
北
道
人
民
委
員
会
の
崔
宗
健 

委
員
長
、
羅
先
市
人
民
委

員
会
の
曺
正
浩
委
員
長
ら
中
央
と
平
安
北
道
、
羅
先
市
の
関
係
者
、
勤
労
者
が
参
加
し
た
。
中
国
側
か
ら
は
、
共
同
指
導
委
員
会
の
中
国
側

委
員
長
で
あ
る
陳
徳
銘
商
務
相
と
遼
寧
省
党
委
員
会
の
王
珉
書
記
、
吉
林
省
党
委
員
会
の
孫
政
才
書
記
、
劉
洪
才
駐
朝
大
使
、
遼
寧
省
人
民

政
府
の
陳
政
高
省
長
を
は
じ
め
政
府
と
遼
寧
省
、
吉
林
省
の
関
係
者
、
勤
労
者
が
参
加
し
た
）
24
（

。
こ
の
よ
う
に
、
中
朝
間
の
共
同
開
発
、
共
同

管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
両
国
の
中
央
政
府
が
積
極
的
に
地
域
開
発
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

地
方
任
せ
に
さ
れ
て
い
た
中
朝
国
境
沿
い
の
地
域
経
済
開
発
に
新
た
な
方
向
性
が
提
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。

羅
津
港
で
行
わ
れ
た
着
工
式
で
は
、
両
国
が
積
極
的
に
協
力
し
て
電
力
問
題
を
早
急
に
解
決
し
、
羅
津
港
の
現
代
化
、
羅
津
港
―
元
汀
道

路
の
改
修
を
年
内
に
終
え
て
中
継
貨
物
輸
送
と
観
光
業
で
転
換
を
も
た
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
の
演
説
が
行
わ
れ
、
羅
先
経
済
貿
易
地
帯
朝
中

共
同
開
発
一
次
着
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
羅
津
港
―
元
汀
道
路
の
改
修
と
亜
太
羅
先
セ
メ
ン
ト
工
場
お
よ
び
朝
鮮
羅
先
市
―
中
国
吉
林
省

高
効
率
農
業
モ
デ
ル
区
の
着
工
式
、
羅
津
港
経
由
中
国
国
内
貨
物
中
継
輸
送
の
出
港
式
、
自
家
用
車
観
光
の
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。
電
力
問

題
に
つ
い
て
は
、
中
国
・
吉
林
省
の
琿
春
市
か
ら
羅
先
市
に
至
る
高
圧
送
電
線
を
建
設
し
、
中
国
か
ら
送
電
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
出

す
る
中
国
企
業
や
中
国
と
の
取
引
を
行
う
北
朝
鮮
企
業
に
安
定
し
た
電
力
供
給
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
）
25
（

、
二
〇
一
二
年
上
半
期
に

は
具
体
的
な
建
設
に
入
る
見
込
み
で
あ
る
。
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3
．
朝
ロ
経
済
関
係

一
九
九
〇
〜
九
一
年
に
か
け
て
の
旧
ソ
連
崩
壊
に
伴
い
、
北
朝
鮮
と
ソ
連
の
間
の
貿
易
は
七
〇
％
以
上
減
少
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
国
家
間

の
議
定
書
に
よ
る
貿
易
に
代
わ
り
、
ハ
ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
で
の
決
済
に
な
っ
て
か
ら
は
、
北
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
の
間
の
貿
易
関
係
は
そ
れ
以
前

の
関
係
と
は
異
な
り
、
大
変
疎
遠
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
に
変
化
が
見
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
、
二
一
世
紀
に
入
ろ
う
と
す
る
頃
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
当
時
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
平
壌
を
訪
問
、「
朝
ロ
共
同
宣
言
」
に
調
印
し
た
）
26
（

。
翌
〇
一
年
八
月
に
当
時
の
金
正
日
総
書
記
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
調
印
さ
れ

た
朝
ロ
モ
ス
ク
ワ
宣
言
）
27
（

、
な
ど
が
調
印
さ
れ
、
両
国
間
の
新
た
な
関
係
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
後
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ハ
サ
ン

―
羅
津
間
鉄
道
改
修
工
事
の
基
礎
と
な
る
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
へ
の
接
続
問
題
な
ど
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
の
は
も
う
少
し
後
、
二
〇
〇
六
年
頃
か
ら
と
な
る
。

北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
と
も
羅
津
港
を
利
用
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
行
っ
て
い
る
）
28
（

。
同
事
業
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
本
格
的
な
進
展
を
見

る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
北
朝
鮮
側
の
金
容
三
前
鉄
道
相
が
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
、
ロ
朝
両
国
間
の
鉄
道
連
結
の
た
め
の
問
題

を
討
議
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
の
措
置
と
し
て
、
羅
津
と
ハ
サ
ン
間
鉄
道
の
改
修
近
代
化
に
合
意
し
た
。
同
年
七
月
、
ロ
シ
ア
鉄
道
株
式
会

社
代
表
団
が
訪
朝
し
、
金
容
三
前
鉄
道
相
と
会
談
し
た
。
羅
津
―
ハ
サ
ン
区
間
鉄
道
と
羅
津
港
の
改
修
事
業
を
ロ
シ
ア
鉄
道
株
式
会
社
が
担

当
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
双
方
は
数
次
に
わ
た
る
交
渉
と
現
地
調
査
を
行
い
、
鉄
道
と
港
の
運
営
方
式
な
ど
に
合
意
し
た
。
二
〇
〇
七
年
四

月
に
は
、
鉄
道
省
と
ロ
シ
ア
鉄
道
が
ハ
サ
ン
―
羅
津
鉄
道
区
間
の
改
修
近
代
化
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。
覚
書
に
は
、
羅
津
―
ハ
サ
ン

鉄
道
区
間
の
改
修
近
代
化
事
業
の
た
め
朝
ロ
合
弁
企
業
を
設
立
す
る
点
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
同
年
一
一
月
、
ロ
シ
ア
鉄
道
代
表
団
が
羅
先
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を
訪
問
。
羅
津
―
ハ
サ
ン
間
鉄
道
の
一
部
区
間
と
羅
津
港
に
対
す
る
最
終
調
査
を
行
い
下
準
備
は
最
終
段
階
に
入
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
三

月
、
鉄
道
省
と
ロ
シ
ア
鉄
道
側
は
平
壌
で
会
談
を
行
い
、
羅
津
港
に
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
を
建
設
し
、
羅
津
―
ハ
サ
ン
間
の
鉄
道
を
改
修
、
シ
ベ

リ
ア
横
断
鉄
道
を
利
用
し
た
国
際
貨
物
中
継
輸
送
で
協
力
す
る
こ
と
と
、
以
上
の
事
業
を
担
当
す
る
合
弁
企
業
創
設
に
関
す
る
法
的
・
技
術

的
問
題
な
ど
を
協
議
し
た
。
ロ
シ
ア
鉄
道
側
は
ハ
サ
ン
―
羅
津
間
の
鉄
道
改
修
を
契
機
に
、
羅
津
港
へ
納
入
さ
れ
る
貨
物
を
シ
ベ
リ
ア
横

断
鉄
道
（
T
S
R
）
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
送
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
）
29
（

。
長
い
間
、
建
設
事
業
は
中
断
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
〇
年
五
月
か
ら
は
ロ
シ
ア
鉄
道
の
子
会
社
「
R
Z
D
ス
ト
ロ
イ
」
が
参
加
し
、
割
合
速
い
速
度
で
整
備
が
進
ん
で
い
っ
た
）
30
（

。
こ
れ

は
、
中
国
の
積
極
的
な
対
北
朝
鮮
進
出
、
特
に
羅
先
経
済
貿
易
地
帯
へ
の
投
資
が
急
増
し
、
こ
れ
以
上
の
遅
延
が
ロ
シ
ア
の
利
益
に
反
す
る

結
果
を
生
む
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
が
将
来
的
に
羅
津
港
を
利
用
す
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
放
棄
し
た
く
は
な
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
に
は
、
ハ
サ
ン
―
羅
津
間
の
五
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
側
に
近
い
約
三
二
キ
ロ
の
工
事
が
完

成
し
、
試
験
運
行
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
夏
に
は
全
区
間
が
標
準
軌
と
広
軌
の
混
合
軌
道
で
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
）
31
（

。
筆
者
が

二
〇
一
一
年
八
月
に
羅
津
港
に
て
港
湾
関
係
者
に
対
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
ロ
シ
ア
が
近
く
（
九
月
頃
）
羅
津
港
第
三
埠
頭
の

海
側
の
半
分
に
つ
い
て
改
修
工
事
に
着
手
し
、
そ
の
後
陸
側
の
半
分
を
改
修
す
る
プ
ラ
ン
が
稼
働
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
ロ
シ

ア
が
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
速
さ
せ
た
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
中
国
が
第
三
埠
頭
の
使
用
権
に
つ
い
て
も
取
得
に
積
極
的
で
、

ロ
シ
ア
が
必
要
と
し
な
い
の
な
ら
中
国
が
権
益
を
買
い
取
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
決
め
手
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
北
朝
鮮
側

も
工
事
が
進
行
し
な
い
こ
と
に
し
び
れ
を
切
ら
し
て
い
た
た
め
、
中
国
側
の
オ
フ
ァ
ー
に
乗
っ
て
、
ロ
シ
ア
側
に
強
い
態
度
に
出
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
当
時
の
金
正
日
総
書
記
が
二
〇
一
一
年
八
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
で
行
っ
た
首
脳

会
談
で
合
意
さ
れ
た
、
ロ
シ
ア
か
ら
韓
国
に
至
る
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
北
朝
鮮
領
内
を
通
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る）32
（

朝
ロ
両
国
は
韓
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国
に
天
然
ガ
ス
を
送
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
事
業
の
可
能
性
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
設
置
で
合
意
し
た
。
現
在
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
朝
ロ
間
だ
け
で
は
な
く
、
韓
ロ
間
で
も
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
南
北
関
係
の
改
善
な
ど
い
く
つ
か
の
条

件
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
北
朝
鮮
の
変
化
に
よ
っ
て
は
実
現
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　
　
　
注

（
1
） 

原
材
料
の
供
給
ル
ー
ト
も
、
物
資
交
流
市
場
や
市い
ち

場ば

な
ど
、
国
家
統
制
価
格
で
は
な
く
、
需
給
者
間
の
合
意
で
決
定
さ
れ
る
チ
ャ
ネ
ル
が
増
加

し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
2
） 

リ
・
グ
ァ
ン
ナ
ム
「
現
時
期
、
国
家
の
経
済
組
織
者
的
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
経
済
強
国
建
設
の
重
要
な
要
求
」『
経
済
建
設
』
二
〇
〇
九

年
第
二
号
、
一
一
頁
。

（
3
） 「
財
政
活
動
過
程
で
労
働
報
酬
源
泉
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
仕
事
を
多
く
し
た
人
に
応
当
の
評
価
を
行
え
な
く
な
り
、
人
々
の
創

造
的
熱
意
を
高
め
、
出
勤
率
の
保
障
、
労
働
時
間
遵
守
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
規
律
確
立
に
否
定
的
影
響
を
与
え
る
。」
フ
ァ
ン
・
ミ
ョ
ン
ス
ク

「
建
材
工
業
企
業
所
の
財
政
管
理
改
善
の
重
要
性
」『
経
済
建
設
』
二
〇
〇
九
年
第
一
号
、
三
八
頁
。

（
4
） 

チ
ェ
・
グ
ァ
ン
イ
ル
「
原
価
を
減
ら
す
こ
と
は
実
利
保
障
の
重
要
な
保
証
」『
経
済
研
究
』
二
〇
〇
八
年
四
号
、
四
二
頁
。
ユ
・
ユ
ン
ミ
「
独
立

採
算
制
企
業
所
自
体
充
当
金
の
合
理
的
利
用
方
途
」『
経
済
研
究
』
二
〇
〇
八
年
四
号
、
四
三
頁
。

（
5
） 

リ
・
グ
ァ
ン
ナ
ム
「
社
会
主
義
計
画
経
済
の
優
越
性
を
高
く
発
揚
す
る
こ
と
は
、
経
済
強
国
建
設
の
基
本
担
保
」『
経
済
建
設
』
二
〇
〇
九
年
第

一
号
、
八
頁
。

（
6
） 

チ
ョ
ン
・
グ
ァ
ン
ヨ
ン
「
国
家
予
算
収
入
を
増
や
す
こ
と
は
、
社
会
主
義
経
済
建
設
の
財
政
的
保
証
」『
金
日
成
総
合
大
学
学
報
』（
哲
学
・
経

済
学
）
第
五
四
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
八
―
四
）
八
一
〜
八
二
頁
。
チ
ェ
・
グ
ァ
ン
イ
ル
「
原
価
を
減
ら
す
こ
と
は
実
利
保
障
の
重
要
な
保
証
」
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『
経
済
研
究
』
二
〇
〇
八
年
四
号
、
四
二
頁
。

（
7
） 
国
家
投
資
に
よ
ら
な
い
国
営
企
業
の
独
自
資
金
に
よ
る
拡
大
再
生
産
に
対
す
る
税
制
面
で
の
優
遇
な
ど
、
二
〇
〇
二
〜
〇
四
年
頃
に
出
さ
れ
た

各
種
政
策
は
、
結
果
的
に
国
営
経
済
と
非
国
営
セ
ク
タ
ー
の
結
合
を
推
進
す
る
働
き
を
し
た
。

（
8
） 

ユ
・
ス
ン
ギ
ョ
ン
「
北
韓
の
貨
幣
改
革
――
物
価
の
も
の
さ
し
だ
け
で
は
評
価
が
難
し
い
」『LG

 B
usiness Insight

』
二
〇
一
〇
・
三
・
三
一

号
（
ソ
ウ
ル
、
L
G
経
済
研
究
院
）、
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
9
） 

尹
徳
龍
「
北
韓
の
市
場
経
済
導
入
と
マ
ク
ロ
経
済
管
理
」『
輸
銀
北
韓
経
済
』
二
〇
〇
四
年
秋
号
（
ソ
ウ
ル
、
韓
国
輸
出
入
銀
行
）、
二
〇
〜

二
三
頁
。

（
10
） 

リ
・
ソ
ン
ナ
ム
「
現
時
期
、
財
政
統
制
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
経
済
建
設
に
必
要
な
資
金
を
円
満
に
保
障
す
る
た
め
の
重
要
な

保
障
」『
経
済
研
究
』
二
〇
〇
八
年
二
号
、
三
四
〜
三
六
頁
。

（
11
） 「
朝
鮮
で
の
通
貨
交
換
措
置　

社
会
主
義
経
済
管
理
の
秩
序
強
化
」『
朝
鮮
新
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/

j-2009/04/0904j1211-00005.htm
﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
）

（
12
） 「
朝
鮮
で
新
通
貨
発
行　
「
誠
実
に
働
く
市
民
を
優
遇
」」『
朝
鮮
新
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2009/04/

0904j1207-00001.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 
二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
）

（
13
） 

ユ
・
ス
ン
ギ
ョ
ン
、
前
掲
論
文
、
三
一
頁
。

（
14
） 「
新
年
、
活
気
あ
ふ
れ
る
平
壌　

人
民
生
活
向
上
へ
一
丸
」『
朝
鮮
新
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2010/04/

1004j0112-00001.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
）

（
15
） 

こ
の
よ
う
な
混
乱
に
よ
り
、
国
民
が
国
家
を
信
用
せ
ず
、
自
分
の
生
活
を
自
分
で
守
ろ
う
と
す
る
傾
向
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

（
16
） 「
北
、
経
済
計
画
法
を
改
訂
…
…
国
家
統
制
・
監
督
を
強
化
」D

ailyN
K

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://japan.dailynk.com

/japanese/read.php? 

cataId=nk00500&
num

=11250

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
二
五
日
）

（
17
） 

中
川
雅
彦
「
後
継
者
金
正
恩
が
引
き
継
ぐ
経
済
構
想
」『
東
亜
』
五
三
六
号
（
二
〇
一
二
・
二
）
三
八
〜
三
九
頁
。

（
18
） 「
国
際
金
融
市
場
通
じ
て
イ
ン
フ
ラ
構
築　
一
次
登
録
資
本
は
一
〇
〇
億
ド
ル
」『
朝
鮮
新
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/ 

sinboj/j-2010/04/1004j0310-00001.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
一
年
四
月
二
三
日
）

（
19
） 「
조
선
대
풍
국
제
투
자
그
룹 

리
사
회 

제
1
차
회
의
」『
朝
鮮
中
央
通
信
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

.kcna.co.jp/calendar/2010/01/01-2
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0/2010-0120-016.htm
l

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
一
年
四
月
二
三
日
）

（
20
） 「
経
済
開
発
一
〇
カ
年
計
画
を
樹
立　

中
核
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
基
礎
工
業
」『
朝
鮮
新
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/ 

sinboj/j-2011/04/1104j0121-00001.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
二
日
）

（
21
） 

日
本
語
に
よ
る
中
国
・
東
北
地
方
の
経
済
の
概
況
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
在
瀋
陽
日
本
総
領
事
館
が
作
成
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
「
中

国
・
東
北
地
方
の
経
済
動
向
」﹇http://w

w
w

.shenyang.cn.em
b-japan.go.jp/jp/northeast/doc/keizai110629.pdf

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
） 「
朝
中
政
府　

鴨
緑
江
国
境
橋
共
同
建
設
で
協
定
」『
朝
鮮
新
報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2010/04/1004j 

0301-00003.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
五
日
）

（
23
） 「
丹
東
と
瀋
陽
、
大
連
結
ぶ
高
速
鉄
道
着
工　

北
朝
鮮
と
の
交
易
拡
大
へ
」『
産
経
ニ
ュ
ー
ス
』
電
子
版
﹇http://sankei.jp.m

sn.com
/w

orld/

korea/100318/kor1003181827002-n1.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
五
日
）

（
24
） 「
黄
金
坪
・
威
化
島
経
済
地
帯
で
着
工
式　

朝
中
友
好
の
新
た
な
象
徴
」『
朝
鮮
新
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://jp.korea-np.co.jp/article.

php?action=detail&
pid=51673

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
一
六
日
）

（
25
） 「
延
边
对
朝
供
电
进
入
实
质
勘
测
阶
段
」『
吉
林
日
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://jlrbszb.chinajilin.com

.cn/htm
l/2011-11/17/content_ 

19716.htm
?div=-1

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
二
年
一
月
二
〇
日
）

（
26
） 「
朝
ロ
共
同
宣
言
」『
朝
鮮
新
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/sinboj2000/sinboj2000-7/sinboj000724/

sinboj00072461.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日
）

（
27
） 「
金
正
日
総
書
記
ロ
シ
ア
訪
問
」『
朝
鮮
新
報
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/sinboj2001/8/0808/81.htm

﹈（
最

終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日
）

（
28
） 「
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
は
二
〇
〇
一
年
八
月
四
日
、
金
正
日
総
書
記
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
署
名
し
た
朝
ロ
・
モ
ス
ク
ワ
宣
言
を
通
じ
て
朝
鮮
半
島

と
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
連
結
す
る
鉄
道
輸
送
ル
ー
ト
創
設
の
た
め
に
朝
ロ
間
の
鉄
道
連
結
事
業
を
本
格
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
公
表

し
た
。」「
モ
ス
ク
ワ
宣
言
第
六
項
に
は
「
双
方
は
世
界
的
実
践
で
公
認
さ
れ
た
相
互
利
益
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
朝
鮮
半
島
の
北
南
と
ロ
シ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
鉄
道
輸
送
路
創
設
計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
な
す
べ
て
の
努
力
を
傾
け
る
こ
と
を
公
約
し
つ
つ
、
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
鉄

道
連
結
事
業
が
本
格
的
な
実
現
段
階
に
入
る
こ
と
を
宣
言
し
た
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。」「
羅
津
―
ハ
サ
ン
鉄
道
、
七
年
間
の
軌
跡
」『
朝
鮮
新
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報
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
﹇http://w

w
w

1.korea-np.co.jp/sinboj/j-2008/04/0804j1008-00002.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
〇
年
七
月
五

日
）

（
29
） 
同
上

（
30
） 「
北
朝
鮮
・
羅
津
港
向
け
鉄
道
改
修
工
事
が
活
発
化
――
金
正
日
氏
の
訪
問
に
向
け
て
？
」『
J
S
N
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹇http://w

w
w

.jsn.co.jp/ 

new
s/2011/140.htm

l

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
）

（
31
） 「
露
朝
鉄
道
が
試
験
運
転
、
全
面
開
通
は
来
年
に
」『Y

O
M

IU
R

I O
nline

』﹇http://w
w

w
.yom

iuri.co.jp/w
orld/new

s/20111013-O
Y

T
1T

 

01292.htm

﹈（
最
終
ア
ク
セ
ス 

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
）

（
32
） 「
ロ
朝
、
ガ
ス
輸
送
路
敷
設
合
意　

金
総
書
記
、
六
者
協
議
復
帰
示
唆
」『A

sahi.com

』﹇http://w
w

w
.asahi.com

/international/update/ 

0824/T
K

Y
201108240444.htm

l

﹈
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